
 

 

 

 

 

 

今年度の最終号となります。あっという間の１年間でした。ついこのあいだ、新年度が始まった

と思いきや、もう年度末です。３年生は卒業し、来月から１年生は先輩と呼ばれ、２年生は進路決

定の学年です。時が経つのは早く、一日一日を大切に生徒の成長を見守りたいと感じている今日こ

の頃です。 

 

 

 ３月１０日（火）卒業証書授与式が行われました。卒業生は立派な態度で式に臨み、それぞれの

進路へと旅立って行きました。卒業生のさらなる飛躍をお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２０日（金）上記卒業式に先立ち、「３年生を送る会」が実施されました。生徒会が中心と

なって企画し、大いに盛り上がりました。３年生も楽しんでくれたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

～生徒が安心して力を発揮できる学校～ 

令和７年度第８号 

＜目指す生徒像＞ 

○ たしかな学力をもつ生徒 

○ 豊かな心をもつ生徒 

○ 強い体力・気力をもつ生徒 

 

   

学校だより 令和８年３月１１日 

宇都宮市立晃陽中学校長 河内 哲也 

卒業証書授与式 

３年生を送る会 



 

 

２月９日（月）１０日（火）２年生がスキー教室に行ってきました。ほとんどの生徒が初めての

スキーでしたが、楽しく活動していました。夜には立志式を行いました。もうすぐ最上級生になる

２年生。立志の決意を新たにした、今後の活躍が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間のご支援・ご協力、ありがとうございました 

 校長として本校に赴任して、３年がたちました。１学年９クラスの学校にて勤務したこ

ともあり、最初の集会で本校全生徒を目の前にした時、少人数であったかい雰囲気だと感

じたと同時に、学校行事や生徒会活動、授業などで活気あふれる姿が見られるのだろうか

とも感じたのを覚えています。ところが、その思いは最初の体育祭で吹き飛びました。な

んて前向きで今を真剣に生きている子たちなんだろうと、生徒たちを今まで以上に好きに

なったのがつい昨日のようです。そして、私が赴任して１年目の生徒数は１６４名、２年

目は１４３名、今年度は１２３名と、毎年約２０名ずつ減っていきましたが、勢いそのま

ま、先輩たちが作り上げてきた伝統を受け継ぎ、生徒たちは何事にも素直でまっすぐに取

り組んでいます。次年度も１１名減り、全校生徒１１２名の予定ですが、晃陽中の勢いが

衰えることはないでしょう。これからも教職員一同、生徒の心身ともに健全な成長を促し、

見守ってまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 最後になりましたが、この１年間、保護者や地域の皆様からの本校教育へのご理解・ご

支援・ご協力を賜り、心より感謝いたします。ありがとうございました。 

晃陽中学校長 河内 哲也 

カラー版は 

晃陽中学校ＨＰ 

立志・スキー教室 


